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鈴
木
町
長
が
最
初
に

編
成
し
た
平
成
20
年
度
予
算

と
比
べ
、
２
年
度
予
算
を
編

成
し
て
の
所
見
は
。

　
　
　

町
長
に
就
任
し
た
当

時
は
、
平
成
12
年
に
地
方
分

権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
国

と
地
方
公
共
団
体
が
対
等
な

関
係
と
な
っ
た
一
方
で
、
国

に
よ
る
平
成
の
大
合
併
が
強

行
に
押
し
進
め
ら
れ
、
市
町

村
の
数
が
減
少
し
た
ほ
か
、

平
成
16
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

た
三
位
一
体
改
革
な
ど
に
よ

り
、
地
方
が
独
自
施
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
、
財
政
的
に
も
大
き
な
影

響
を
受
け
た
時
期
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
20
年

度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は

平
成
17
年
度
か
ら
の
第
４
次

行
政
改
革
大
綱
の
実
施
期
間

中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
予

算
規
模
は
約
48
億
円
で
ピ
ー

ク
時
の
約
７
割
ま
で
減
少
し
、

特
に
も
人
件
費
と
公
債
費
の

町
長

柴
しば

田
た

勇
いさ

雄
お

議員

削
減
は
、
他
市
町
村
よ
り
厳

し
い
目
標
値
を
掲
げ
重
点
的

に
取
り
組
み
、
行
政
コ
ス
ト

全
体
を
抑
制
し
財
政
運
営
は

非
常
に
厳
し
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
26
年
に
国

が
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
１
４
」
を

打
ち
出
し
、
東
京
一
極
集
中

の
是
正
、
人
口
減
少
対
策
な

ど
自
治
体
が
独
自
性
を
持
っ

て
、
各
種
施
策
を
展
開
す
る

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
必

要
な
財
源
が
措
置
さ
れ
る
な

ど
、
財
政
運
営
を
取
り
巻
く

状
況
が
変
化
し
て
い
る
。

　

２
年
度
当
初
予
算
は
予
算

規
模
が
約
68
億
円
で
、
ピ
ー

ク
時
の
約
９
割
ま
で
戻
っ
た

も
の
の
、
人
件
費
は
平
成
20

年
度
比
95
㌫
、
公
債
費
は
65

㌫
と
な
っ
て
お
り
行
政
コ
ス

ト
を
抑
制
し
な
が
ら
も
、
住

民
生
活
に
必
要
な
基
盤
整
備
、

住
民
の
安
心
で
快
適
な
生
活

に
向
け
た
ソ
フ
ト
事
業
、
町

の
将
来
を
見
据
え
た
人
材
育

成
や
魅
力
づ
く
り
事
業
な
ど
、

江刈地区での水道整備工事くずまき型ＤＭＯ事業のサイクルツーリズム

議
員

一般質問

問

答

町財政をめぐる動向は

独自施策に国から財政措置

一般質問

当
初
予
算
の
編
成

各
分
野
に
わ
た
り
「
葛
巻
ら

し
い
取
り
組
み
」
を
盛
り
込

む
こ
と
が
で
き
た
予
算
編
成

に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

と
す
る
「
経
営
戦
略
」
を
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

大
き
な
課
題
は
人
口
減
少
に

伴
う
給
水
収
益
の
減
少
と
、

施
設
整
備
に
伴
う
企
業
債
の

償
還
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る

財
政
状
況
の
悪
化
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
北

部
地
区
の
水
道
施
設
の
整
備

は
、
水
道
事
業
の
経
営
状
況

を
踏
ま
え
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
で
き

る
限
り
早
期
に
着
工
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　
　

水
道
事
業
会
計
の
財

政
・
経
営
状
況
と
地
域
人
口

減
少
課
題
か
ら
見
た
、
老
朽

化
が
著
し
い
北
部
地
区
水
道

施
設
の
早
期
改
修
整
備
の
見

通
し
は
。

　
　
　

現
在
、
２
年
度
か
ら

10
年
間
の
収
支
計
画
を
中
心

議
員

町
長 水

道
事
業
の
経
営
状
況

遠
えん

藤
どう

裕
ひろ

樹
き

議員

　
　
　

次
世
代
に
向
け
て
の

人
材
育
成
の
考
え
と
、
具
体

的
な
計
画
は
。

　
　
　
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
上
で
「
人
づ
く
り
」

は
不
可
欠
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材

を
育
成
・
確
保
し
て
い
く
上

で
大
切
な
の
は
、
人
を
つ
な

ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、

そ
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
積
み
「
自
ら
の
地
域
は
、

自
ら
の
手
で
創
る
」
と
の
気

概
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

現
在
「
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ

Ｏ
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
人
材
が
町
の
現
状
を
踏

ま
え
、
将
来
に
向
け
た
課
題

解
決
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い

る
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
一

つ
の
「
人
材
育
成
」
が
進
ん

で
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。

　

現
在
、
個
別
具
体
的
な
人

材
育
成
の
計
画
は
作
成
し
て

町
長

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
対
策
に
つ
い
て
、
町
の

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
　

町
で
は
「
対
策
連
絡

会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
情
報

の
共
有
と
体
制
の
確
認
を

行
っ
て
い
る
。
町
民
に
対
し

て
は
く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
、
啓

発
チ
ラ
シ
、
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ

ン
ア
プ
リ
な
ど
で
情
報
の
伝

達
を
行
っ
て
い
る
。

町
長

　
　
　

５
Ｇ
時
代
へ
の
対
応

と
農
業
、
林
業
へ
の
活
用
の

考
え
は
。

　
　
　

５
Ｇ
は
次
世
代
の
通

信
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
今
年

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
こ
の

活
用
に
よ
っ
て
高
度
な
技
術

革
新
が
行
わ
れ
、
社
会
的
に

も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
５
Ｇ

利
活
用
の
検
討
を
進
め
る
た

め
、
町
総
合
計
画
・
中
期
計

画
で
重
視
す
る
視
点
の
一
つ

と
し
て
位
置
付
け
た
。
町
と

し
て
こ
れ
に
対
す
る
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
「
葛
巻

ら
し
い
」
活
用
策
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長

い
な
い
が
、
今
後
ま
ち
づ
く

り
に
熱
い
思
い
を
持
っ
た
人

材
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
を
準
備

し
て
い
る
ほ
か
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事

業
を
展
開
す
る
中
で
人
材
の

育
成
と
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

問

答

次世代の人材育成策は

Ｄ Ｍ Ｏ 事 業 で 育 成 と 確 保

人
材
育
成
の
考
え
と
計
画

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

次
世
代
通
信
の
活
用

　３月９日に、４議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今今ここが聞きたい ～

　

学
校
に
つ
い
て
は
国
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
春
休
み
に

入
る
ま
で
臨
時
休
校
の
措
置

を
し
て
い
る
ほ
か
、
卒
業
式

の
規
模
縮
小
な
ど
の
対
応
を

決
め
て
い
る
。

　

葛
巻
病
院
で
は
感
染
症
専

用
の
診
察
室
を
設
け
る
な
ど
、

院
内
で
の
感
染
を
防
止
す
る

対
策
を
講
じ
て
い
る
。
日
々

刻
々
と
状
況
が
変
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
、
県
と
の

連
携
を
密
に
し
て
万
全
な
態

勢
で
対
応
す
る
。


